
様式４

都市再生整備計画　フォローアップ報告書

西船橋駅周辺地区

令和４年３月

千葉県船橋市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 ● あり ●

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

※全ての指標について記入事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入 ※フォローアップの必要のある指標について記入

その他の
数値指標１

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入 ※フォローアップの必要のある指標について記入

指　標 従前値 目標値

事後評価
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成度

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

総合所見

見込み・確定の別
1年以内の
達成見込み

指標３

指標４

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標２ 放置自転車台数 台/日 187 80 73 ○ 38
R2年4月～
R3年1月

指　標 従前値 目標値

事後評価
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成度

×

新型コロナウイルス
の影響により外出
が控えられたことに
より、鉄道利用者が
減少したものと考え
られる。

指標１ ４駅定期外乗客数 人／日 107,761 120,000 119,000 △

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

総合所見
見込み・確定
の別

1年以内の
達成見込み

77,256
R2年4月～
R3年3月

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

新型コロナウイルスによる外出控え
の影響が大きく目標達成とはならな
かった。他方、県内の乗客数が多い
他の駅との比較において、減少率を
小さくとどめることができたことから、
一定の成果はみられる。このような
状況下であるので、数値にとらわれ
すぎず、事後評価で定めた今後のま
ちづくり方策を継続して実施してい
く。

○
■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

新型コロナウイルスによる外出控え
の影響も考えられるが、新設及び既
設の自転車等駐車場の維持管理や
利用促進を実施することで、放置自
転車台数に大幅な改善がみられた。

H　　年　月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

既設駐輪場の利用促進

放置実態に応じた対策の実施

歩行者・自転車の安全な利用増進

保育園・幼稚園・小学校等や高齢者に対してで交通安全教室を
実施した。
警察、交通安全協会など関係機関・団体と合同で主に自転車利
用者へ街頭指導及び啓発物の配布を実施した。

市民の安全意識の高揚につながった。

関係機関・団体との連携を強化し、啓発活動を継続する。
令和２年度は新型コロナウイルスの影響で教室の実施回数が減
少した。今後も同様な状況が考えられるので代替措置等の検討が
必要。

一般車両の乗降場

事後評価シート　添付様式5－③から転記

追加が考えられる今後のまちづくり方策 具体的内容 実施時期 実施にあたっての課題　その他特記事項

改善策

・まちづくりの目標を達成するため
の改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

放置自転車等の削減の推進 今後も効果的な啓発活動・移送（撤去）を実施していく。

乱横断対策の注意喚起
警察、交通安全協会など関係機関・団体と合同で乱横断する自
転車利用者や歩行者へ注意喚起を実施した。

放置自転車が多い地域に街頭指導員を配置し、自転車を停めな
いよう啓発活動を実施するとともに、定期的に放置自転車の移送
（撤去）を行った。

西船橋駅周辺の放置自転車の台数が減少した。

定期点検を実施し維持管理する。必要に応じ修繕や表示内容の
更新を随時行う。

地権者と綿密に協議を行い、良好な関係を築くことで、長期的な
契約を締結した。

安定した用地の確保につながった。
長期的な契約締結に向けて地権者と引き続き良好な関係を構築
していく。

乱横断する歩行者の減少につながった。
注意喚起を継続する。必要に応じて注意看板や路面表示等で歩
行者に注意を促す。

違法駐車対策としての一般車両用乗降場の整備が困難であるこ
とから、警察にて違法駐車の取締りを行った。

違法駐車をする車両が減少した。 取締りの継続・強化をする。

各自転車等駐車場の利用状況に応じて現地整理員の配置人数
を見直し、円滑な駐輪場運営・管理を行った。
駅前広場における道路構造物の維持管理を行った。

利用者が快適に自転車等駐車場や駅前広場を利
用できた。

自転車等駐車場の利用状況を定期的に分析し、引き続き見直しを
していく。
駅前広場の維持・継続をしていく。

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

実施した具体的な内容 実施した結果 今後の課題　その他特記事項

・成果を持続させるために
行う方策

自転車等駐車場や駅前広場の維持・継続

JR西船橋駅に接続する市道00-052号線の拡幅工事
市道00-052号線における道路用地の買収を行った。（R3年
度:A=109.35m2買収）

拡幅に向け事業の進捗につながった。 引き続き市道00-052号線の拡幅事業を進める。

安定した自転車等駐車場の確保

公共サインの維持管理 定期点検（清掃・保守点検）を実施した。 良好に維持管理されている。

利用状況を加味し、一時利用や定期利用の利用区分の変更を
行った。（西船２：一時利用開始、西船１３：原付一時利用開始、
西船１０：自動２輪一時利用開始）

生活様式の変化など多様な利用ニーズに合わせる
ことで利用促進につながった。

利用状況を定期的に分析し、引き続き見直しをしていく。

放置自転車が多い地域に街頭指導員を配置し、自転車を停めな
いよう啓発活動を実施するとともに、定期的に放置自転車の移送
（撤去）を行った。

西船橋駅周辺の放置自転車の台数が減少した。 今後も効果的な啓発活動・移送（撤去）を実施していく。



都市再生整備計画（第
だ い

３回
か い

変更
へ ん こ う

）

西船橋駅
に し ふ な ば し え き

周辺
し ゅ う へ ん

地区
ち く

千葉県
ち ば け ん

　船橋市
ふ な ば し し

平成３１年１月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 88.0 ha

平成 29 年度　～ 平成 31 年度 平成 29 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／日 平成２６年度 平成３１年度

台/日 平成２７年度 平成３１年度

120,000

放置自転車台数 駅周辺部における放置自転車台数
自転車等駐車場の設置により放置自転車数を減少させると伴に駅
周辺部におけるバリア（放置自転車等）を減少させる。

187 80

４駅定期外乗客数
４駅（ＪＲ西船橋駅、東西線西船橋駅、東葉西船橋駅、京成
西船駅）の定期外乗客数（≒来街者数）
【指標：４駅の合計値】

安全・快適な歩行空間等の整備や公共サインを整備整備すること
により街者を増加させ、にぎわいと活気にあふれた中心市街地を
創出する。

107,761

　西船橋駅周辺地区は、本市の西部地域の拠点として都市機能の整備が図られているところであるが、駅前広場の整備や駅へアクセスする道路の整備、更には歩行者・自転車利用者が安全かつ快適に利用できる施設の整備等、交通拠点としての機
能強化が課題となっており、これらの課題を効率良く一体的に解消することにより、鉄道の高い利便性を活かした安全かつ快適なまちの創出を図る必要がある。

●『船橋都市計画　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針』では、集約型都市構造に関する方針として「各拠点間のアクセス性の向上を図るため、鉄道駅へのアクセス道路の整備を進め、鉄道と他の交通機関の連絡性を改善し、公共交通の利用
促進をはかる。さらに、鉄道駅や公共施設等へのエレベータ設置や歩道の段差解消等を推進するなど、高齢者や障害のある人を含めた、誰もが快適で過ごしやすいユニバーサルデザインに配慮する。」としている。また、都市施設の整備に関する主要な
都市計画の決定の方針において「適正な交通機関の分担を図るため、駅へのアクセス道路や駅前広場の整備を促進するとともに、市街地におけるゆとりある歩行者・自転車空間の確保を図る。」、「バス交通については、道路の整備、交通結節点の整備
及び道路整備にあわせて、定時性の確保や走行環境の改善を図る。」としている。
●平成１２年３月、「生き生きとしたふれあいの都市・ふなばし」をまちづくりの目標とした『船橋市総合計画』を策定し、当該地区は「産業・文化・情報等の都市機能が多様に集積する交流拠点として、賑わいのある中心地区としての整備を図る。」こととして
いる。
●平成２４年３月、『船橋市都市計画マスタープラン』を改訂し、当該地区は「西船橋駅を利用する人々や、地域の人々が集いにぎわう便利で活力あるまちを目指す。」、「西船橋駅を中心とした公共交通の充実を図り、鉄道やバスを利用しやすいまちを目
指す。」こととしている。また、「西船橋駅の周辺では、商業・業務施設の集積、文化活動の拠点づくりを進め、にぎわいのある交流拠点の形成にため、西船橋駅前北口広場の整備を図る。」、「通勤・通学、買い物などの自転車利用のために、駅前や大規
模店舗など自転車の集まる施設における駐輪場の整備などを図る。」、「歩行者が安心して歩けるよう、カラー舗装やガードレールなどの交通安全施設を計画的に設置し交通安全対策を推進する。」としている。
●平成２４年３月、『船橋市総合計画　後期基本計画』を策定し、平成２３年度までの成果を踏まえつつ「生き生きとしたふれあいの都市ふなばし」の実現のため、平成２４年度からの基本的な方向と体系的な施策内容を明らかにした。
●平成２７年８月、船橋市の良好な景観形成を目的とした景観計画に基づく『公共サインガイドライン』を策定し、「ユニバーサルデザインを取り入れた公共サインを整備する。」こととしている。
◎駅前広場の整備・・・西船橋駅北口駅前広場改築　◎歩行者・自転車利用者が安全かつ快適に利用できる施設の整備　・・・歩道、公共サイン、駐輪場等の整備

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 千葉県 船橋市
フナバシシ

西船橋駅
ニシフナバシエキ

周辺
シュウヘン

地区
チク

計画期間 交付期間 31

大目標　（案）にぎわいのある駅を活かした安全で便利な交通結節点の整備
　小目標①　交通結節点の整備改善により、利便性の向上を図る。
　小目標②　誰もが安全かつ快適に利用できる環境を構築する。

　西船橋周辺地区は、戦後開設された西船橋駅周辺中心に急激に市街化が進行した地区であり、都心からの距離も短いことから、本市における西部の玄関口となっている。
現在、西船橋駅の周辺には商業地が集積し、その周辺に住宅地が形成されている。駅北口には、商店街が形成されるなど周辺の地域の拠点となっている。
西船橋駅にはJR総武線・武蔵野線・地下鉄東西線・東葉高速鉄道の鉄道４線が乗り入れ、５００m程北にある京成電鉄の京成西船駅とあわせて一日平均乗降客数は約６４万人を数える。 また、都市計画決定されている西船橋駅前北口広場（面積約０．
３１ｈａ）は、３路線８系統のバスルートをもつ交通ターミナルとなっている。
地区内に主要な都市施設である、西部消防保健センター、西船近隣公園、西船橋出張所、西図書館、葛飾公民館等の公共公益施設が整備され、商業・業務施設の集積、文化・情報活動の拠点形成等による、本市の西部地域の拠点として都市機能の
整備が図られている。
また、西船橋駅へのアクセスや地区内外の交通を円滑に処理するために、３・５・３１号線・３・４・１５号線・３・４・１７号線,３・４・２０号線といった都市計画道路が都市計画決定され、現在は３・５・３１号線、３・４・１５号線の一部が事業化、整備が行われてい
るところである。

◎課題について 



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

【基幹事業】

方針に合致する主要な事業
・整備方針１
　　・駅前広場や公共サインの整備を行い、地域住民の快適性を高め、来街者等を主要施設へ誘導することで、利便性の向上を図る。

【基幹事業】
　道路事業：西船橋駅前北口広場改築事業
　地域生活基盤施設：公共サイン設置事業

・整備方針２
　・自転車等駐車場を整備し歩道部等に放置された自転車等を減少させ快適な歩行空間を確保する。

【基幹事業】
　地域生活基盤施設：西船橋駅第10自転車等駐車場設置事業

・整備方針３



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 船橋市 直 A=3，520㎡ H29 H31 H29 H31 153 153 153 －

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 船橋市 直 ― H29 H31 H29 H31 446 446 446 －

地域生活基盤施設 船橋市 直 ― H29 H29 H29 H29 5.0 5.0 5.0 －

高質空間形成施設

高次都市施設

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 604.4 604.4 0.0 0.0 604.4 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0 0 0 0 0 …B

合計(A+B) 604.4
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

船橋市 国土交通省 L=260m  W=12m ○ H15 H29 1,120

船橋市 国土交通省 L=350m  W=12m ○ H26 H30 797

合計 1,917.0

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

道路事業 市道00-052号線（３・５・３１号線）（京成南側）

道路事業 市道00-052号線（３・５・３１号線）（京成北側）

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

規模事業 事業箇所名 事業主体 直／間

住宅市街地
総合整備
事業

西船橋駅第10自転車等駐車場

公共サイン

241.8 国費率 0.4

交付期間内事業期間

ＪＲ西船橋駅前北口広場（改築）

事業箇所名 直／間 規模
（参考）事業期間

連携生活拠点誘導施設

交付対象事業費 604.4 交付限度額

細項目
事業 事業主体



都市再生整備計画の区域

　　西船橋駅周辺地区（千葉県船橋市） 面積 88.0 ha 区域
印内１丁目の一部、印内町の一部、海神５・６丁目の一部、海神町西１丁目の一部、山野町の一部、
西船１丁目、西船２・３丁目の一部、西船４丁目、西船５丁目の一部、西船６丁目の一部、本郷町の
一部
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４駅定期外乗客数 107,761 （H26年度） → 120,000 （Ｈ31年度）

放置自転車台数 187 （H27年度） → 80 （Ｈ31年度）

　西船橋駅周辺地区（千葉県船橋市）　整備方針概要図

にぎわいのある駅を活かした安全で便利な交通結節点の整備
代表的な

指標

■基幹事業（南口） 
地域生活基盤施設（公共サイン） 

西船出張所 

    西船橋駅周辺地区 

地下鉄東西線 

JR総武線 

JR西船橋駅 

100m
200M 

JR武蔵野線 

京成西船駅 

西部保健センター 

西部包括支援センター 

        基幹事業 

        提案事業 

        関連事業 

 

凡  例 

国道14号 

■基幹事業（北口） 
地域生活基盤施設（公共サイン） 

■基幹事業 

地域生活基盤施設（自転車等駐車場） 

○関連事業 Ｈ26.9～Ｈ31.3 

道路事業（市道00-052号線 通学路対策） 

○関連事業 Ｈ15.4～Ｈ30.3 

道路事業（市道00-052号線 通学路対策） 

葛飾公民館 

西図書館（Ｈ28秋開館） 

■基幹事業 

道路（ＪＲ西船橋駅北口駅前広場） 


